お-つむ 

私が 鸚鵡 を 持って来 たので、 ねそべつ ていた 政 法の 

一 一人 ははね 起きました、 

「どうした」 と 鷹 見 は 鸚鵡の かごと 私の 顔 を 見比べて、 

しかも 笑いながら、 聞きます から、 「どうしたって、 ど 

うした」 

「樋 口の 部屋に ぉッ 母さんが いたろう」 

「いたよ」 と、 私 は 何げ なく 答え ましたが、 様子の 変 

であった こと は 別に 言いませんでした。 しかし 政 法の 

二人 は 顔 を 見合わして 笑いました、 声 は 出しません。 

ひぢリ めん ひも 

そして かごの 上に 結んで ある 鯡縮鮞 のく け 紐 を ひねく 

ひも 

りながら、 「こんな 紐な ぞっけて 来る からな おいけない、 



恋しき 父母 兄弟に 離れ、 はるばると 都に 来て、 燃 ゆ 

るが ごとき 功名の 心に むちうち、 学問す る 身に て あり 

ながら、 私 はま だ、 ほんの こどもで したから、 こうい 

ういたず らも 四郎と 同じ 心の おもしろさ を 持って いた 

のです。 

十 幾 本の 鉤を g 糸に つけて、 その 根 を 一本に まとめ 

て、 これ を 栗の 木の 幹に 結び、 これでよ しと、 四郎と 

二人が 思わず 星影 寒き 大空の 一 方 を 望んだ 時の 心持ち 

はい つまで も 忘れる 事が できません。 

もちろん 雁の つれる わけがない ので、 その後 ニ晚ば 

かりやって みました が、 人々 に 笑われる ばかり、 四郎 



「まことの ちから」 とか 「愛の 泉」 とかいう 言葉 を もつ 

て 織り出された 幾 節 かの 歌 を 聞きながら 立って います 

と、 総身に、 ある 戦慄 を 覚えました。 

それから 牧師の 祈りと、 熱心な 説教、 そしてす ベて 

が 終わって、 堂の 内の人々 J 斉の 黙禱、 この 時の しば 

しの 間の シンと した 光景 —— 私 はまる で 別の 世界 を 見 

せられた 気がした のであります。 

帰り は 風雪に なって いました。 二人 は 毛布の 中で 抱 

き 合わん ばかりにして、 サ クサ クと 積もる 雪 を 踏みな 

がら、 私 は ほとんど 夢 ごこち になって 寒さ も 忘れ、 木 

村と はろ くろく 口 もき かずに 帰りました。 帰って どう 



は、 だれも みんな やたらに 乱読した ものです。 

(完) 
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